
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 29日発売、サンデー毎日 

育
や
社
会
的
包
摂
を
徹
底
さ
せ
た
開

放
政
策
に
転
換
す
る
。 

 

資
源
・環
境
制
約
か
ら
く
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
対
し
て
は
、
化
石
燃
料
な
ど

ス
ト
ッ
ク
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
か

ら
太
陽
光
、
風
力
、
人
工
光
合
成
、
農

業
を
含
め
た
フ
ロ
ー
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
多
面
活
用
に
大
き
く
舵
を
切
る
。 

 

国
内
政
治
体
制
の
改
革
と
し
て
は
、

国
会
の
機
能
を
実
質
化
、
ま
ず
は
党
議

拘
束
を
は
ず
し
て
議
員
同
士
の
真
剣

討
議
の
場
に
変
え
る
ほ
か
、
選
挙
の
時

期
を
集
約
、
投
票
年
齢
の
１
８
歳
へ
の

引
き
下
げ
、
投
票
の
義
務
化
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
２
０
５
０
年
に

向
け
２
０
年
以
降
か
ら
１
０
年
越
し
で

変
え
て
い
こ
う
、
と
い
う
プ
ラ
ン
で
あ

る
。 

「年
金
の
抑
制
か
、
消
費
税
上
げ
か
、
と

い
う
局
地
戦
的
な
利
害
衝
突
で
は
な

く
、
大
義
に
立
っ
た
国
家
の
舵
取
り
を

議
論
す
る
土
壌
を
日
本
に
作
り
た
い
。

そ
れ
は
日
本
の
た
め
で
あ
り
、
世
界
の

た
め
で
あ
る
。
と
い
う
。
ま
あ
、
大
上
段

で
僭
越
至
極
な
ん
で
す
が･･･････

」 
 

後
援
会
組
織
を
中
心
に
３
年
間
徹
底

議
論
し
て
作
り
上
げ
た
。
各
党
の
若
手

議
員
か
ら
助
言
、
激
励
を
受
け
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
本
の
先
人
に
あ
た
る
小
沢
氏
に

も
「
先
生
の
著
書
を
時
代
の
変
化
と
共

に
乗
り
越
え
る
本
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
仁
義
を
切
っ
た
。 

皆
さ
ん
は
こ
の
提
言
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
。
私
は
そ
の
大
局
観
、
本
質
論

に
強
く
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
衆
院

議
員
４
８
０
人
、
参
院
議
員
２
４
２
人

に
お
願
い
し
た
い
。
こ
の
手
の
改
革
ビ
ジ

ョ
ン
（
小
沢
氏
に
は
『
日
本
改
造
計
画
』

の
改
訂
版
）
を
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
抜
い

て
選
挙
民
に
示
し
て
ほ
し
い
。
国
会
も

選
挙
も
な
い
こ
の
夏
こ
そ
好
機
で
あ

る
。
計
７
２
２
本
の
改
革
案
が
出
そ
ろ

え
ば
政
治
の
風
景
が
変
わ
る
。 

 

１
９
７
２
年
、
田
中
角
栄
の
『
日
本
列
島

改
造
論
』
が
出
た
。
時
の
日
本
国
民
の

平
均
年
齢
は
３
２
歳
。
人
間
の
肉
体
で

い
え
ば
ま
だ
青
年
期
で
あ
る
。
元
気
な

日
本
経
済
を
背
景
に
新
幹
線
、
高
速

道
路
の
整
備
や
地
方
中
核
都
市
へ
の
工

場
誘
致
な
ど
列
島
改
造
を
唱
え
た
。 

 

そ
れ
か
ら
２
１
年
後
の
９
３
年
、
小
沢

一
郎
が
『
日
本
改
造
計
画
』
を
世
に
問

う
た
。
平
均
年
齢
は
３
９
歳
。
冷
戦
と

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
い
う
歴
史
的
節
目
を

越
え
、
成
人
期
に
さ
し
か
か
っ
た
日
本 

の
針
路
と
し
て
、
自
己
責
任
原
則
の
徹

底
と
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
寄

与
す
る
普
通
の
国
と
な
る
よ
う
求
め

た
。 

 

い
ず
れ
も
、
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
、

時
の
権
力
者
が
、
周
囲
の
官
僚
、
学
者

の
知
恵
を
集
め
て
練
っ
た
中
長
期
的
国

家
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
。
話
題
性
の
み
な
ら

ず
時
代
の
方
向
性
を
的
確
に
つ
か
ん
で

お
り
、
両
著
と
も
に
１
０
０
万
部
を
超

え
、
こ
の
種
の
本
と
し
て
は
珍
し
い
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
小
沢
本
か
ら
ま
た
２
１
年
。

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
４
人
に
１
人

と
い
う
超
高
齢
化
社
会
の
入
り
口
に
立

っ
た
今
、
前
二
作
を
強
く
意
識
し
た
新

た
な
国
家
改
革
計
画
本
が
出
版
さ
れ

た
。 

 

小
川
淳
也
著
『
日
本
改
革
原
案 

２

０
５
０
年
成
熟
国
家
へ
の
道
』
（
光
文
社
）

が
そ
れ
だ
。
永
田
町
の
実
力
者
ど
こ
ろ 

か
、
当
選
３
回
、
４
３
歳
の
ひ
よ
っ
こ
民

主
党
衆
院
議
員
の
作
。
だ
が
、
そ
の
大

風
呂
敷
は
な
か
な
か
の
も
の
だ
。 

 

小
川
本
は
一
言
で
い
え
ば
、
人
口
問

題
、
つ
ま
り
２
０
５
０
年
に
は
６
５
歳
以

上
が
社
会
の
４
割
を
占
め
る
急
速
な
少

子
高
齢
化
の
進
展
と
、
毎
年
１
０
０
万

人
ず
つ
の
単
位
で
減
っ
て
い
く
人
口
総

量
の
急
減
と
い
う
二
重
の
変
化
を
、
国

内
最
大
の
構
造
変
化
で
あ
り
、
か
つ
、

不
可
避
で
冷
厳
な
事
実
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
経
済
、
社
会
に
与
え
る
衝
撃
が

他
と
比
べ
よ
う
も
な
く
巨
大
な
問
題

と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
政
治
的
に
ど

う
乗
り
越
え
て
い
く
か
、
を
巨
視
的
、

根
源
的
に
考
え
抜
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
問
題
こ
そ
が
、
全
地
球
的
な
環

境
・
資
源
制
約
と
連
動
し
、
日
本
経
済

の
低
成
長
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
化
を
余
儀

な
く
し
、
日
本
の
経
済
社
会
の
根
幹
で

あ
る
財
政
・
社
会
保
障
制
度
を
持
続

困
難
化
さ
せ
て
い
る
日
本
政
治
が
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
本
質
的

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
マ
イ
ナ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
積
み
重
ね
で
実
質
先
送

り
し
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
日
本
は
破
綻

国
家
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
い
が
、

逆
に
日
本
が
課
題
先
進
国
と
し
て
大

胆
な
国
家
改
造
に
踏
み
切
れ
ば
、
い
ず

れ
同
じ
問
題
に
遭
遇
す
る
国
際
社
会

に
対
す
る
最
大
の
貢
献
に
な
る
、
と
い

う
の
だ
。 

       

確
か
に
、
こ
の
不
都
合
な
真
実
に
私

た
ち
は
ま
と
も
に
向
き
合
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
小
川
氏
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
あ
る

意
味
、
楽
観
論
に
逃
げ
込
み
、
破
綻
す

る
ま
で
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し
て
無
謀 

な
戦
争
に
突
入
し
て
い
っ
た
戦
前
と
同

じ
で
は
な
い
か
。
破
綻
が
す
べ
て
を
リ
セ

ッ
ト
す
る
と
い
う
傍
観
者
的
視
点
が
横

行
し
て
い
る
、
と
も
い
う
。 
 

小
川
氏
が
こ
の
問
題
に
こ
だ
わ
る
の

は
、
日
本
の
人
口
が
１
億
人
を
超
え
た

１
９
７
０
年
代
に
生
ま
れ
、
１
億
人
を

切
る
こ
と
に
な
る
２
０
５
０
年
代
に
人

生
を
終
え
る
世
代
に
あ
る
か
ら
だ
（
２

０
０
４
年
の
１
億
２
７
８
４
万
人
が
ピ
ー

ク
）
。
前
半
４
０
年
を
史
上
最
後
の
人

口
増
大
曲
線
の
中
で
、
後
半
４
０
年
を

最
初
の
減
少
曲
線
の
中
で
生
き
る
こ
と

に
な
る
こ
の
世
代
に
は
、
上
昇
曲
線
の

中
で
作
ら
れ
た
社
会
を
、
下
降
曲
線
の

下
で
も
持
続
可
能
な
新
し
い
時
代
の
も

の
に
作
り
替
え
る
義
務
が
あ
る
。
８
０

代
の
先
輩
諸
氏
と
０
歳
の
赤
ん
坊
の
ち

ょ
う
ど
真
ん
中
に
立
つ
こ
と
か
ら
、
両

者
の
対
話
を
促
し
、
解
決
策
を
練
り
、

出
口
を
模
索
す
る
歴
史
的
使
命
と
世

代
的
宿
命
を
負
う
、
と
い
う
の
だ
。 

 

小
川
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
四
つ
の
処
方
箋
を

提
示
し
て
い
る
。 

 

人
口
構
造
の
激
変
に
対
し
て
は
雇

用
、
年
金
、
医
療
、
財
政
を
含
め
た
あ

ら
ゆ
る
給
付
と
負
担
の
構
造
を
置
き

換
え
る
。
高
齢
者
が
現
役
引
退
す
る

従
来
型
就
労
構
造
を
革
命
的
に
変

え
、
生
涯
を
通
じ
て
自
助
自
立
を
促
す

「
生
涯
現
役
」
と
い
う
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
を
導
入
、
そ
れ
を
支
え
る
雇
用
、
社

会
保
障
制
度
を
具
体
的
に
再
設
計
し

た
。
例
え
ば
、
社
会
保
障
給
付
で
あ
れ

ば
「
２
割
圧
縮
、
消
費
税
率
２
５
％
」
、

年
金
制
度
で
あ
れ
ば
「
最
低
保
障
７
万

円
、
月
収
１
７
万
円
か
ら
は
支
給
停

止
」
と
い
っ
た
激
辛
案
が
例
示
さ
れ
て
い

る
。 

 
人
口
総
量
の
減
少
に
は
、
日
本
列
島

を
雑
種
化
、
国
際
化
す
る
と
の
考
え
の

下
、
入
国
管
理
政
策
や
港
湾
空
港
と
い

っ
た
イ
ン
フ
ラ
対
策
を
充
実
さ
せ
、
教 


